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I はじ めに

墓地の地理学的研究は， しばしば「死の地理学J(necrogeography)と呼ばれているわ. 死の地理

学は，広義には埋葬慣行，死亡率，死亡原因，死に対する知覚など，死に関するいかなる現象をも分

析対象とするが，その中でも墓地は形に現われた文化景観として，最も効果的な対象の一つだ、あろ

う.すでにサウアーによって提唱されているように，地理学的研究は文化景観として表現された有形

文化の複合を対象とすることによって，その体系的なアプ lコーチが可能となるといえようの.

死の地理は，生ける人I~~J世界を縮図として描き出す小宇宙的な地理としてもとらえられる，人類普

通の死という現象に対して，大多数の文化は，死体ないしは火葬後の遺骨を墓地に収納するという対

応を示す.もちろん墓地に収納される人々はすでに死者であるが，彼らを埋葬し，墓石を置き，墓地

景観を形成するのは遺族，集落，宗教共同体，高業団体などの生けるコミュニティである. したがっ

て墓地は生けるコミュニティの単位とみなすことができる.

また，墓地は人間世界同様，複雑な景観を示す.その要素には，墓石，墓装J1i!i， -道路，植生:，フェ

ンス，門など様々なものが含まれ，それぞれが人間世界を多少とも反映するようなパターンを形作づ

ている.さらに墓地は， 生ける世界i司様， 空間的3)，11寺閥的4)，民族的5)，宗教的6)，経済的7)に差異

を見せ，その両者に密接な関係が存在することが指摘されてきている.

しかし，墓地は人間世界の単なるミニチュアではない.墓地と生ける一位界との最も大きな差異は，

墓地に|成る人々が死者であるという事実に基づく.死者は生物的，社会的な要求を何ら持たない.ブ

リューヌは，人間共通の要求として，水，、食料、住居，巴衣服， コミュニケーショシ，繁殖，社会的生

活，遊びをあげているが只 死体はこのし、ずれをも求めるこをはない.死体は墓地という特別な空間

さえも必ずしも必要としないことは，多くのヒンズー教徒が火葬後の灰を)1，に捨てるという事例から

も知ることができる.墓地は人間の生物的要求の所産ではなく，それを必要と考える人聞の価値の所

産で、ある.したがって，墓地は人間世界のすべての側面というよりは，知i値的・信仰的側面を強く現
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アセンション郡の位置第 i函

わす小宇宙とみなすことができょう.

その形成者たるコミュニティと関連させながら分以上の認識にたてば，墓地景観の空間的差異を，

その地域の人々の信仰の空間的ノミターンを把握することができると考えられ析することによって，

文化景観自身の体系的記ワグナーとマイクセノレの提唱したように，もし文化景観研究の呂的を，る.

墓地景観の研人間による地表面改変の解釈，文化集団の特集の理解とするならば9)，地域区分，述，

そのし、ずれの自的にも合致する魅力的な課題であるといえよう.究は，

アメリカ合衆国のノレイジアナチHアセンション君1)における全墓地死の地理学の序説として，本稿は，

基本的アセンション郡は後述するように，問地域の文化地理の把握を試みる.の景観調査によって，

アングロサクソン地域に近接する郡東部のしかし，(第 llZl).にはフランス系ノレイジアナに属する

2
3
1

，i 
叫
持西部でみられるほどの典型的なフランス系ノレイジアナ文化がみられないということは，台地上で，

かつアセンション君1)内の文化的差異が実証的，

可視的にとらえれることを示すことによって，墓地研究の価値と発展性を具体的に提示する.

片的に報告されてきた10) 本稿は墓地を指標として，



E 研究方法

墓地に関する既存の統一的なデータは，アメリカ国土地JMII涜 (UnitedStates Geological Survey) 

発行の大縮尺の地形図のみである 11) 地形図に記載されている情報は，墓地の位置と名前に眼られ，

所有者，宗派，起源，墓地景観要素に関する知識は，現地に行くことなしに入手は不可能である.ノレ

イジアナ州墓地局に笠録されている墓地に関しては，その所有者，面積，および年次ごとに埋葬数が

記されているが，登録墓地は地形図に記載されている墓地の 3分の lに過ぎない. したがって，研究

のためには現地調査が不可欠となる.

調査は， 2万4千分の l地形図に記されているすべての墓地を訪れ，聞き取り，観察，及び写真撮

影という方法によって行ーなわれた.まず数墓地において詳細な観察が行なわれ， :J:lH葬方法，その伝統

と変遷，墓地とコミュニティの関連に!認する基礎知識を得ると同時に，アングロサクソン系， フラン

ス系，黒人系関で，あるいは地域間で異なる景観要素の抽出がみられた.その予備調査に基づいて 7

ページからなる調査表が作成され，その調査表に基づいて本調査が行なわれた.

調査項自としては，墓地の属性に!拐するものと，景観要素に関するものに分類される.墓地の属性

としては，墓地の位置， 自然条件，規模，名前，所有国体，その宗教，民族，起源が，そして景観要

素として付属施設，樹木，その他の植生，墓地FJ'1の道路，出葬位霊，埋葬方位，墓石の有無とその形

態，基装飾， クロス・像の頻度，墓石に)'1弘、られているシンボル等が項目として選択された.そのう

ち本稿では， とくに地域差や民族差を顕著に現わす要素を検討する.現地調査は， 1984年の 9月と10

月に行われた.

E 諦査地域の概要

ノレイジアナ升!の 6313"1) の l つであるアセンション1M~は，州都であるバトンノレージュと大都市ニューオ

ーリンズの中間にあり， ミシシッピ)1[ ff1u岸にまたがっている.北緯30度西経911支に位置し，緯度では

白木の屋久島南方に対応する，面積は約 810平方キロメートノレで，ほぼ佐渡島に匹敵する， 1980年セ

ンサスによる人口は， 50，068である. ミシシッピ)11西岸の郡裁判所所在地であるドナノレドソンピ、ノレの

人口は 7，901， ミシシッピ)11東岸の中心地であるゴンザレスは， 7，281人を有する.全人口の77%は

白人で、あり，その 8割以上はカトリック教会に属している 12) 人口の23%を占める黒人に関する宗教

調査は行なわれていないが，黒人教会の分布から考えると，その大部分はプロテスタントであると考

えられる.

アセンジョン郡を検討する際には， まずノレイジアナ州全体の文化地理的基礎知識が不可欠である.

ノレイジアナを文化的に最も特徴付ける現象は，北ノレイジアナと南ノレイジアナの際だった民族構成で

ある(第 1図).北ノレイジアナに住居する大多数の民族集団は， しばしば「台地南部人J(Upland 

South) と呼ばれる， スコットランド・アイノレランド人の血が強く混じったアングロサクソン系人種

である.現在の台地南部人の先祖は， 1725年から1775年にかけて，現在のペンシノレベニア州のランカ

スターからジョージアナ1'1のオーガスタにいたるアパラチアやピードモント地域において独自の文化を
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形成した後， 1775年から1825年にかけて，北ルイジアナを含む合衆国南部全域にわたって移住を行な

ったとされているl3)南部の台地地域全域にわたって，彼らの属性や，彼らの形成する景観には驚く

べき類似点があることが報告されている.台地南部人は，ノミプテイスト，メソディスト，長老派を中

心とする合衆国でも最も保守的なプロテスタントである.彼らの集落形態は，典型的に散村的であ

り，君1)の中心地では，裁判所を中心とする絡子状の都市形態を呈する 14)

これに対して，南ノレイジアナの大多数はフランス系である.彼らの祖先は， カナダのアカディア島

(ノパスコシア)からイギリス政府によって追放され， 1965年から1785年にかけて南ノレイジアナに移

住してきた小農民で、ある.彼らは，まずミシシッピ)， I 流域の，今日のアセンション君I~に上陸し，それ

から南ノレイジアナの各地に散らばっていった15) 彼らは， rケイジャンJ(Cajun)と呼ばれ，現在で

も50代以上の人々が，家庭内でフランス語を常用している.台地南部人達とは対照的に，彼らの宗教

はほとんど例外なくローマカトリックである.典型的な南ノレイジアナでは，集落が河)11の自然堤防に

沿った集村的形態を示し，郡の中心部市では，カトリック教会が中心にそびえている.
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FRENCH 

DONALDSONVILLE 
\や~:~:-x

FRENCH SURVEY SYSTEM 

NATURAL LEVEE 1::::: :1 

SWAMP/ MARSH巳う
BLUFFLAND 

ONE CEMETERY • 

心、下

\I~-j 

。 5 MILES 

AMERICAN SURVEY SYSTEM 

MLE， CARTO. SECT.， LSU 

第 2国 アセンション君1)における墓地の分布



117 

アセンション者I~は，歴史的にフランス系ノレイジアナとしての性格を，その入槌初期から強く示して

きた.標高が海抜10m以下という低地にj認するアセンジョンlmは， ミシシッピ}lllel然堤防，後背湿

地，急崖地 (bluffland)の自然地域より構成されるが(第 21玄1)，最初Jの主要な入植は， I~l 然堤防上に

行なわれた.前述したように， 18世紀後半に 4，000人以J二のアカディアからの難民が， ミシシッピJ11 

のアセンション地域から上陸を行なったが，その仁|刊こアセンションの I~l 然堤防上に集落を築いて入植

するものも少なからずあった.彼らは， ミシシッピ川に垂直な測量級によって土地を分割するいわゆ

る「フランス式土地部制度」を導入し，道路を川沿いに作り，家屋をその道路沿いに建築することに

よって，路村的な景観を形成した.この土地割景観は，やはりフランス系民族の移柱先である ~51~北部

のパイユー・マンチャク}I!沿L、にも見ることができる. ドナノレドソンピ、ノレは， このフランス系ノレイジ

アナノ\の中心者I~市として栄え， 1830年から1831年にかけてはノレイジアナナ1'1 の州者I~にもなった.

19世紀になって，入植地域は， ニューリバー川流域の自然堤訪上や，急崖地地域に東進した.とく

に1880年に， ノレイビノレ・エューオリンズ・アンド・テキサス鉄道が開通してから， ゴンザレスがアセ

ンション郡東部の中心部市として発展した.同時:にアングロサクソン系の人々も流入してきた.現

在ゴンザレス北部は，ノくトンノレージュの郊外地域として， とくに主要幹線道路沿いに都市化の影響が

強く現われてきている.この地域の黒人に関する詳細な記録は存在しないが，観察，!?者き取り，そし

て他地域における研究から，次のようなものであると推測される.南北戦争以前には，黒人達は奴隷

として， ミシシッピ)lllgj然堤防沿いのプランテーションの奴隷小屋に集村形態を形成して居住してい

た.奴隷解放後，多くの黒人は都市へ流出したが，それでも少なからぬ者が，分{乍小作人としてプラ

ンテージョン所有者と契約を結んだものと考えられる 16) 現在ミシシッピ川流域の農村地帯十こする大

多数の黒人は， この地域に{動いていた奴隷達の子孫であろう.郡内のその他の地域にする黒人達もほ

ぼ同様であろうと考えられるが，都市部， とくにゴンザレスには，他地域からの移住者も少なからず

存在することが考えられる.

地形図によれば， このアセンションUI~vこ39墓地存在する(第 2 図). そのうちミシシッピ}Ir自然、堤

防に15，ニューリパ-JlI 自然堤防に 9，急、崖地域に15墓地が立地するが，後背湿地には 1墓地も存在

しない. ミシシッピ}11よりも東部(以下東アセンションと呼ぶ)には26墓地， 西部(西アセンショ

ン)には13墓地立地する.次章におし、て， これらの39墓地がし、かなる人々によってっくり出され， ど

の様な形態を示すかを検討したい.

町墓地形態の分布

IV-1 社会的 特性

アセンション;g-I~の墓地のうち， 33墓地が教会に， 3墓地が教会以外のコミュニティに属している.

アングロサクソン系の 3墓地のみが，家族墓地である.龍業用の墓地は存在せず， この地域の墓地に

l眠る人々の大多数は，郡内にかつて居住した人々である.したがって，アセンション郡の墓地は，ア

センション郡の社会を比較的完結した形で、反映していると考えられる.

他のアメリカ南部の地域同様，アセンション1j'l~においても，人々は宗教や人種ごとの墓地を形成し
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ている(第 3図)• アセンション君I~ifこは， 7のカトリック墓地， 31のプロテスタソト墓地，そして 1

つのユダヤ人墓地が存在する.

カトリック墓地のうち 5つが東アセンションに， 2つが西アセ γ ションに分布する. ドナノレドソノレ

ピノレに存在するアセンション・カトリック墓地は， 1， 800の墓を有する最大の墓地である 17) また

それは1772年に設立されたp 現在まで継続して使用されている墓地の中で、最古のものである. 1940年

に，白人専j菩のセント・フランシス墓地がドナノレドソノレピン西郊に設立されるまでは，アセンション

・カトジック墓地が，自アセンションl唯一のカトリック墓地であった.その墓地に埋葬されている人

々の大多数は白人で、あるが，その東隅に，黒人の墓が固まって配列されている.

1， 500の墓を有するプレーりービノレ墓地は， 1785年に設立された東アセンションの中心的なカトリ

ック墓地である.しかし， 1880{:j三から1930年にかけて， 4つの他の墓地がカトソック教会によって設

立されたために， 1墓地への集中j支は西アセンションほど高くない. プレーりービノレ墓地に埋葬され

ている人々の90%以上は白人で、あるが，若干黒人の墓も存在する.その他の西アセンションのカトリ

ック墓地は，すべて白人によって構成されている.

プロテスタントの31墓地のうち， 11墓地が白人のみ， 19墓地が黒人のみによって右前文され，人種的

に混合しているのは， ドナノレドソンピノレ・プロテスタント墓地のみである. トj-ノレドソンビ、ノレ・プロ

テスタント墓地は， 1'11に居住するプロテスタントの要望に応じて， 1875年に市が設立したものである

が，現在，経営は非営利的共同団体に移っている.墓地を構成する 500の墓の約60%が白人， 40%が
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黒人の所有である.宗派としては，パブテイスト，メソディスト，長老派等がある，西アセンション

には， これ以外に白人プロテスタントのための墓地は存在しない.

白人専用の11のプロテスタント墓地は，すべて束アセンションに分布する.このうち 7墓地がバプ

テイスト 3墓地がメソディスト 1墓地がペンテコステである.これらの墓地を維持している人々

のほとんどが， この地域に住む少数派の台地南部人や，近年他地域から移住してきた人々であり， プ

ランス系の人々は，最近現われてきた改宗者を|徐¥;、てほとんど存在しない.

黒人プ!コテスタント墓地のうち， 11墓地は東アセンションに， 9墓地は匹iアセンションに分布す

る. 1つのメソディスト墓地を除けば，すべてがパプテイスト教会に属する.都市や，比較的大きな

集落に立地する傾向のある他の墓地と比較して，小さな玉県人集落|ゴヲに立地する傾向が強い.起源に関

する記録は少ないが， 11rJき1[;;(り，古地|乳墓i昨年代によって推定すれば， 1880年以前に設立されて現

在まで利用されている墓地はなく，大多数が今世紀に設立されたものであろう.

11佐ーのユダヤ人墓地で、あるビクア・ショーリム墓地は 1<ナノレドソンビノレに立地している.その起

源は，南北戦争前の1856年であり，現在 120の墓を内包している 17)

このようなアセンションj郊の墓地における，宗教，人種による分離は，生け“る人々の住み分け選好

のパターンをより昇華した形で、現わしている.居住空間においては，民族ごとの居住地域の区分が12~

難である場合がしばしば見られるのに対して，死の空間である墓地においては，境界が明確に定めら

れたユニットごとに，比較的単一的な社会属性を有する人々がまとめられている.異なった人種を問

ーの墓地内に持つアセンションカトリック墓地や， ドナノレドソンビノレ・プロテスタント墓地において

さえも，墓地内における人種分離は比較的 1_l)3僚な形で、現われている.

民/-2 規模

アセンション 1:i1~vま，カトリック教会に登録されていることが明らかになっている人々だけで全人口

の6割を占める， カトリック色の強い郡であるにもかかわらず， カトリック墓地の割合はわずかに18

%にすぎない.対照的に，黒人人口は，全体の23%にすぎないにもかかわらず，黒人プロテスタント

の墓地だけでも，全墓地数の49%を占めている.このことから，宗教や人種によって，墓地の規模に

著しい差異が存在することが切らかである.

カトリックの 1墓地あたりの平均基数は761であり， 白人プロテスタント墓地(平均186墓〉の4.1 

倍， ユダヤ人墓地(120墓)の6.3倍， 黒人プロテスタント墓地(平均90墓)の8.5倍にも相当する.

800以上の墓を有する 3墓地は， すべてカトリック系であり， 1つを除いて， すべてのカトリック墓

地は， 200以上の墓を有する(第 4図).カトリック墓地のこの大きな規模は，カトリック教会の組織

に関連している場合が多い. カトリック教会は，地域を教区にわけ，そこに教会をもうけ， {-科神iヰ中|ドl父を仁

央カかミら任命してその教会に送ることによつて， 1信言徒を管3理主する.そのときに， カトリックが卓越する

アセンションj郊のような地域では， 1教会あたりの信徒数が多くなる傾向がある.カトリックは一般

的に，教会に接して墓地を造り，教会員をその墓地内に1!Ili料で、埋葬地を提供する.その結果， この地

域のカトリック墓地も大規模なものとなった.
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これに対して，平均して最も規模の小さい墓地を有する集i習は，黒人プロテスタントである. 19墓

地のうち10墓地が， 100墓未満であり， 200以上の墓を持つ墓地~i ， 1つしか存在しない.合衆盟高部

農村地域における黒人は一般的に，小集落ごとにプロテスタント教会を中心としたコミュニティをつ

くる傾向を持二つ18) カトリックとは異なり，教会権威の主導によってコミュニティ されるので

はなく， コミュニティメンバーが， f~1 分違の主導のもとに，牧師を教会へ招色教会運営をはじめと

するコミュニティ活動を行ーなっている.その結果，墓地もコミュニティ単位の小さなものになる傾向

がある.

白人プロテスタントの 1墓地あたりの墓数は， 平均で186であるが， 墓地ごとの大きさには比較的

大きな差異がみられる .11墓地のうち， 3墓地が200以上の墓を， 2墓地が100以上200未満の墓を有

し， 6墓地が100墓未満の小規模なものである.黒人プロテスタント同様，白人プロテスタントも，

コミニュティ主導の教会運営を行なっているが， コミュニティの地理的範閤は，黒人よりも大きい傾

向がある.大多数のアングロサクソン系の人々は， このようなコミュニティ墓地に;埋葬されるが，伝

統的な南部台地人の中には，前述したように家族墓地を持つものもいる.白人プロテスタント墓地に

みられる様々な規模は，このような異なった種類の景観形成者を，同時に有していることに起因す

る.
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lV-3 埋葬形態

アセンション1m内の墓地において，死体はすべて土葬され，観察や聞き取りをした限りでは，火葬

は 1例も存在しない.郡内において，地域的，民族的に最も顕著な差異がみられる墓地景観要素の l

つは，地面に対する死体の埋葬の高さである，従来の研究においても，ノレイジアナの墓地の地域的差

異が， この埋葬位置に着目して叙述されてきた19) すなわち， アングロサクソンの卓越する北ノレイジ

アナでは，合衆国で一般的にみられるように， 死体は地面の1.8m下に埋葬されるのに対・して， フラ

ンス系の南ノレイジアナでは，特徴的に多くの死体は地上に建設された地上埋葬墓に収納される. した

がって本節では， この埋葬形態を分類し，各形態ごとの分布を考察する.

ここでは，すべての埋葬を，地上埋葬，地下埋葬， コンクリート棺埋葬の 3形態に分類する(第 5

INTERMENT FORMS 
ABOVE GROUND BURIALS 

CONCRETE V AUL T BURIALS LEGEND 

第5図埋葬形態の分類
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!頚). jせ!二埋葬は， j也上に煉瓦，石， またはコンクリートを月弘、て建設された地上墓に浬葬する方法

である.地上墓の「屋根Jvこは，平たいもの，メLし、もの，傾斜しているものなど様々であり， また，

納体する室数にも， 1， 2， 4， 6など，異なったものが存在する.

これに対して，地下埋葬は，結を完全に地面下に埋葬する方法ーである.一般的に1.2mなし、し1.8m

の深さに墓穴が掘られ，そこに木製， または金属製の持が安置され， そして60cIl1ないし1.2mの土が

かぶせられる.人々は埋葬地に，王子にしたまま芝を生育させたり，ゴこを丸く盛ったり， またはコンク

リートでその場所を!到ったり， コンクリート板をi置いたりしている.

コンクリート棺は，木製，金属製のはをさらに収納する棺容器である.このコンクソート特は，元

来地下埋葬のためにつくられたものであるが，南ノレイジアナの人々は，様々な位置にコンクリート棺

を置く.あるものは完全に地上に置かれ，日IJのものは完全に地下にj担められるが，大多数のものはそ

の両者の中間である.ここでは， rコンクソート桔埋葬」を，地上から棺を観察で、きるものに限り，

地下に埋葬されているものをこの定義から排除した.

さて，他の南ルイジアナ地域同様， アセンジョン部にも地上埋葬墓は存在する(第 6図)• とくに

アセンション・カトリック墓地においては， 600の地上埋葬墓が，全埋葬の少なくとも60%を占めて

いる.地上埋葬墓には，し、もので19世紀初期に建築されたものもあり，当時から現在に至るまで，

グリーク・リパイパノレ， ゴチック， ビクトリア様式など， ニューオーりンズの墓建築家によって考察

されたその時々の流行様式が，裕福な家族の墓に反映している20)
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しかし，他の墓地においては，地上埋葬墓は一般的な形態ではない. ドナノレドソンピノレ・プロテス

タント墓地においては30の， ;-]-，リー・ロサりー墓地においては18の地!こ埋葬基が存在するが，し、ずれ

においても，地上埋葬は全埋葬の 5%にも満たない. 15墓地においては，地上埋葬墓は 5lJ、下であ

り， 21墓地においては，地上埋葬墓は存在しない.

地上埋葬墓の， この著しし、偏在は， 自然I~拘基盤の差異のみでは，説明が不可能である.一般的に，

地上埋葬慣行は，南ノレイジアナにおける高地下水面によるものと信じられているが21)， {n~内におい

て， アセンション・カトリック墓地のみが著しく地下水面が高いというわけではない.ほとんど隣接

するユダヤ人墓地の， ピクア・ショーリム墓地では，すべての埋葬が，地面下に行なわれている.ア

センショ γ~5'1~の人々がp 絡が水に浸るということを嫌うことは確かであるが， もし71'てを防ぐことだけ

が目的ならば，彼らはより安1í!li なコンクリート持埋葬を行なう方が合政~I:I/;)である.

地上埋葬墓の分布には，文化・歴史的な考察が不可欠となる.分布の特徴としてまずあげられるこ

とは， ミγシッピ)11を境界とした東西アセンションの差異である.西アセンションの12墓地のうち，

10墓地に地上埋葬墓が存在するのに対して，東アセンションでは， 27墓地中 7墓地に地上埋葬墓が存

在するにすぎない.さらに， I時間的推移を検討すると， 1930年以前の地上埋葬墓が， カトリックと黒

人プロテスタント墓地にのみに存在し，それを含む12墓地域のうち， 8墓地が凶アセンションに分布

する.

この分布には，次のような文化史が反映していることが推測される.ノレイジアナで最初に地上埋葬

墓が建設されたのは， 1789年に設立されたニューオリンズのセント・ノレイス第一墓地においてである

が22)，その後18世紀の前半にかけて，その地で地上埋葬墓が一般的になり，向特に他のフランス系ノレ

イジアナの中心都市にも伝播していっすこ23) ドナノレドソンビノレが， ニューオーリンズとパトンノレージ

ュの間に位置する，南ノレイジアナの主要都市であり，政治的，経済的，および宗教的にニューオーリ

ンズとの結びつきが強かった.カトリック司祭や，政治，経済的リーダーを含む人々の交流や移住に

よって，地上埋葬墓が，当時から中心的な墓地であったアセンション・カトリック墓地に移植され，

それが一般的な慣行となったものと考えられる.その地上埋葬慣行が， ドナノレトソンピ‘ノレ地域に住む

黒人達にとっても理想的なモデノレとなり，比較的硲福な者達が， ，煉瓦やコンクりートによって地上埋

葬墓を建築した.この墓形態は， 1930年前後に東アセンションにも見られるようになったが，東アセ

ンションの人々にとっては，地上埋葬墓は数ある様式のー形態にすぎず，西アセンションの人々が考

えるような理想的な形態とはならなかった.

起源の古い地上埋葬墓とは対照、I~I切こ， コンクリート棺埋葬はアセンション郡では1920年代に始まっ

た.それまでは，アセンション・カトりック墓地を除いて，すべての墓地において地下埋葬が卓越し

ていたが， このコンクリ…ト棺の導入によって，掘る墓の深さが一度に浅くなっていった.一般的

に，深さ50cIll前後の穴が掘られ， コンクリート絡がそこに安j置される.その結果，轄の蓋に当たる部

分が地表面に現われる.現在で、は39墓地中33墓地において，このコンクリート棺埋葬が過半数の埋葬

形態になっている，

地上埋葬率が60%にいたるアセンション・カトリック墓地を除いて， コンクリート棺埋葬率は，地
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下埋葬率とほぼ相補的であるために， ここでは雨埋葬率を，地下率の分布によって検討する(第

7国).地下埋葬率が50%以上の墓地は，現在では 7墓地にすぎない， そのうち，地上埋葬やコンク

リート棺埋葬を嫌うユダヤ人の， ビクア・ショーレム墓地のみが，すべて地下埋葬である.地下埋葬

は， 24墓地において25%未満，そのうち 4墓地では皆無である.このことは，棺をなるべく水に浸す

確立の高い地下から遠ざけーょうとする人々の希望が， コンクリート棺の出現によって安価に実現した

ことによるの力、もしhなし、24)

日1-4 埋 葬方位

ノレイジアナのカトリックとプロテスタントで¥際だって異なる墓地景観要素の一つは，墓の方位で

ある.台地南部のプロテスタントは，伝統的に死体の足を東に向吋け‘る方法で

習の起源tにこ!関努しては，イギリス，地中海北岸地域，北西ヨーロッパなど諸説があるが，地元の人々に

は， この埋葬方位は，束力、らイエス・キリストが再臨するときに，その方向に顔を向けて起きあがる

ためであると解釈されてし、る 26) ユダヤ人墓地も，その解釈は異なるが，伝統的に東向きであること

が報告されている 27) これに対して，カトりック墓地では，埋葬方向を単に便宜的に決定している場

合が多い28)

この傾向は， アセンション{il~においても顕著にみられる(第 8 図) • プロテスタント墓地の71%と

ユダヤ人墓地において，全墓が東向きであるのに対して，カトリック墓地のうち 1墓地(14%)のみ
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が東向き埋葬方{立を有する.しかしプロテスタントの中でも，黒人墓地は顕著な地域差を現わしてい

る，東アセンションの，黒人プロテスタントの墓地の90%は東向き埋葬方位を示し，白人プロテスタ

ント墓地のノミターンと i司様であるのに対して，西アセンションの黒人プロテスタント墓地は，その25

%のみが東向き埋葬方{立を示し， 逆にカトリック墓地と類似したパターンを示す(第 9[Z]). このこ

とは， pJiアセンションの黒人プロテスタントが，カトリック主流の伝統的文化の中で， プロテスタン

トとしてのアイデンディティを弱体化させていることを示しているのかもしれない. ドナノレドソンビ

ノレ地域で、は，黒人カトリックと黒人プロテスタント間の結婚も頻繁に行なわれているために，習俗の

混交が進展していることも考えられる.

N-5 クロスのイ吏用

墓地に舟し、る宗教的シンボノレに対する態度は，カトリック，プロテスタント， ユダヤ教徒で異な

る.ユダヤ教徒がキリスト教的なシンボノレを忌み嫌うことは当然であるが， クロスや聖徒の像といっ

た，一見キリスト教的なシンボノレに対しでも，カトリックとプロテスタントは異なった価値観を示す.

典型的なノレイジアナのカトリック墓地では，墓地の中央にセントラノレクロスがあり，毎年11月1日の

万翠節 (AllSaints' Day)に，その前でト先祖供養のミサが行なわれる， この墓地には3 クロスや，マ

リア像，イエス像などが頻繁に墓標として置かれている， これに対してプロテスタント墓地には，セ

ントラノレクロスはなく，万聖節もない，像やクロスを墓標として用いることも) [-カトリック的」で
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あるとされ，著しく少なし、29)

アセンション1，11)において， セントラノレク lコ

スを有する墓地は， 6墓地存在するが，すベ

てカトリックである.セントラノレクロスは，

墓地を所有する団体が設置するものであるた

め，原則的にプロテスタント墓地に存在する

ことは考えられない. しかし，偲人に比較的

選択の自由がある個々の墓におけるクロスの

完全置に関しでも， カトリックとプロテスタソ

トには， 大きな差異がみられる (第10図)

すべてのカトリック墓地においてクロスが3

f吏月3されているのに対して， プロテスタント

の31墓地中， 9墓地においてクロスは存在し

ない， とくに，白人プロテスタン卜墓地にお

いてクロス使用頻度は低く， 11墓地中， 7 

地においてクロスの使用がみられない.

クロスの使用頻度には，地域的にも大きな差異がある，~アセンションにおいては，ユダヤ人墓地
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を除くすべての墓地にクロスがj刊し、られてお

り， クロスを持つ墓の割合は10%以上になっ

ている.これに対して東アセンションでは，

29墓地仁jコ9墓地においてクロスがみられず，

クlコスの存在する墓地の仁!こ1でも， 10%以上の

墓がク lコスを持つものは 2カトゾック墓地に

すぎない‘

この東西の地域差は，黒人プロテスタント

墓地問においてとくに著しい.東アセンジョ

ンにおいて， 5%以上のクロスを持つ黒人プ

ロテスタント墓地は， 11墓地中 2墓地(18

%)で，白人プロテスタントと比較的類似し

たパターンを示すのに対して，四アセンショ

ンにおいては，すべての黒人プロテスタント

墓地が 5%以上のクロスを持ち，カトリック

以上に「カトリック的」になっている(第11

図)• 埋葬方位のノミターンと関係， このクロ
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100% 
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第11図 5%以上のクロスを有する民族問墓地率

スの分布も，西ア七ンションの黒人プロテスタントが，カトリック文化に融合していることを示して

いると考えられる.カトリック化した間アセンションの黒人プロテスタントにとって， クロスは，死

者をまつるにふさわしく，かつ安保1に設置できる墓標とみなされているのであろう.

V 墓地からみたアセンション郡の文化地域

以上のような，アセンション君15における文化的パターンは，郡内の墓地景観の地域差・民族差を模

式化することによって，明白な形で表現することができる.ここでは，前章の考察に基づいて，仮説

的なアセンジョン文化地域構造j習を提示する(第12図)• 

アセンション君1)は，基本的には， カトリック的色彩の強いフランス系ノレイジアナに属するが， フラ

ンス系ノレイジアナ文化の度合は西アセンションに強い.西アセンションにおいては，黒人プロテスタ

ントが， プロテスタントとしてのアイデンディティを弱めており， このことは，プロテスタントに特

徴的な東向き埋葬慣行を採用していないことに現われている.彼らは，逆にカトリック的なシンボノレ

であるクロスを使用することによって，カトリック文化へのアイデンティティを表現することさえし

ている.これは，自アセンションに住む黒人プロテスタント達が，長年にわたるフランス系の人々と

の交流によって，または黒人カトリックとの結婚によって， カトリック的な価値観を持つようになっ

たためかもしれない.

これに対して，東アセンションでは， フランス系の人々が人口の過半数を占めるが， アングロサク

ソン系，または黒人達がプロテスタント的なアイデンティティを墓地景観に表現している.プロテス
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アセンショ、/l部の文化地域構造第12図

カトリック的なシンボノレで、あるクロ東l司きの埋葬を行ない，白人で、あれ，黒人で、あれ，タント達は，

耳ミアセンジョンにおいてモザイク ~j~fこ{~入してこの南部台地I~lせな文化は，スをそれほど使用しない.

カトリックとの融合の度合は低い.おり，

文化および都市農村間の，地上;埋葬墓の伝掃にみられる都市開，この東西アセンションの差異は，

フランス系ノレイジアナにおける一次中心地であるニュー地上Jm.葬墓は，拡散構造にも現われている，

その文化的周辺地域である西アセンシオーリンズから二次中心地であるドナノレドソンピノレに伝播し

ブロテスカトリックがこの文化的階層構造の上部に，西アセンションでは，ョンに広がっていった，

その歴史が浅いことも関連しこれに対して東アセンションでは，タントがその下部に位置している.

カトリック文化とプロテスタント文化は，並列的に

それぞれに典型的な景観を維持してし、る.

このような階層的な構造は生まれなかった.

存在し，

て，
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VI むすび

本稿は，合衆国ノレイジアナナHアセンション郡における，墓地形態の空間的・民族的差異を分析する

ことによって，慕j也研究の地理学的{函館:の検討を試みるものである.そのために，アセンション郡の

39墓地が，それぞれ宗教と人種によって分類され，墓地規模:l型葬形態，埋葬方位， クlコスの使用の

景観要素から検討された.

アセンションUI~の慕地は，カトリック， プロテスタント，ユダヤ教徒で，明瞭に分離している.プ

ロテスタントにおいても，黒人と白人は， 1墓地の例を除けば，すべて異なった墓地に死体を埋葬し

ている.この宗教・人種的な分離現象は，生ける社会におけるすみわけよりも，さらに明瞭なパター

ンを示している，墓地はさI~ ける人々の居住選好のー側面を，境界の定まった空間に象徴的に刻印する

ものと考えられる.

民族問の墓地の規模の差異は，宗教的組織，あるし、はコミュニティ組織の性格の差異を繁栄してい

る.カトリック墓地の平均規模は，プロテスタント墓地の 6.4倍に達している.これは， プロテスタ

ントがコミュニティを主体として宗教活動を行なうのに対して， カトりックが教会を主体をして信徒

を組織することによる.

埋葬方位とクロス使用の分布によって，西アセンションでの強いフランス系ルイジアナ文化と，東

アセンジョンにおけるフランス系ノレイジアナ文化と南部台地文化のモザイク構造が明らかになった.

カトリックと i詩人プ lコテスタントが，比較的自宗教の慣習を維持するのに対して，黒人プロテスタン

トは，その地域の優勢な文化に同化する傾向が強い.また地上埋葬墓の分布から，南ノレイジアナのニ

ューオーリンズを一次中心地， ト.--)-ノレドソンビノレを二次中心地，西アセンション地域をその周辺地域

とする文化地域構造が推定された.このアセンション文化地域構造を，明瞭な形で模式化することも

なされた.

以上の検討から，墓地を研究対象とする地理学的価値が明らかになろう.墓地は，人々の信仰領域

を象徴的に，形として現わし，生ける社会の文化的側面の縮図となっている.墓地を対象とすること

によって，文化地域区分，文化集団の特質の理解，そして信仰の空間的差異をとらえる手がかりを得

ることができる.今後，異なった地域で，異なったスケーノレにおける実証的研究が諜題となろう.

本稿は、 1985年1月に合衆国 Bostonにおいて開催された、 Society for Hisotrical Archaeologyにおいて発表

した諒稿を加筆修正したものである.本稿の作成に当たり、 Dr.Milton B. Newton， Jr.と Dr.Fred B. Kniffenに助

言をいただいた. なお調査には、 1984年度の LouisianaState University Robert C. West Awardsによる研究費

を使用した.記して誠意を表する.
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Cen1etery Forms of Ascension Parish， Louisiana: 

A Necrogeography 

Tadashi NAKAGAv可A

Necrogeography， the geographical study of death， has attracted the geographer's attention 

in receロtyears. The disposal of the deceased is commoηto all h uman beings and is sub ject to 

the comparative study. The cemetery is a tangible geographical expression of the people's 

be1ief through burial practices. Geographers， therefore， can approach the geography of belief 

through the cemetery in a tangible manner. This study attempts to explore the geographical 

value of the cemetery by examining all cemeteries in Ascension parish， Louisiana. Being 

located at the periphery of French Louisiana， geographical variation of the cematery forms 

may become an effective clue to understand cultural geography of Ascension parish. 

Cemeteries in Ascension parish show a distinctive ethnic segregation， representing the 

preference of people. Of 39 cemeteries， 7 are Catholic， 31 are Protestant， and one is Jewish. 

Among Protestant cemeteries， 19 are exclusively black and 11 are exclusively white. 

Variation of cemetery size among ethnic groups indicates different organizational charac-

teristics. An average Catholic cemetery possesses 6.4 times more graves than an average Pro-

testant cemetery. Catholic churches tend to organize their members in a larger unit， while 

Protestant people organize their community in a small unit with a church as their center. 

Orientation of the burial and the distribution of crosses reveal strong French Louisiana 

cultural characteristics of the western Ascension parish. By contrast， the eastern Ascension 

parish juxtaposes some Protestant elements. Among different ethnic groups， black Protestants 

tend to assimilate their culture into that of the majority group. The distribution of above-

ground burials indicates a distinct cultural hierarchy with New Orleans at its top， Donaldson-

vil1e at its second， and the western Ascension parish at the lowest rank. The eastern Ascen-

sion parish does not belong to this hierarchy. 

The results clearly confirm the geographical value of cemetery. The cemetery manifests 

some aspects of people's belief in.a substantial form. By adding cemeteries into the research 

area， geographers could approach the regional differentiation of culture， ethnic characteristics， 

and the spatial variation of belief. 



写真 1 アセンション ・カトリ ッ

ク墓地の正門

オープングロスによってカトリ

ックと しての特徴を現わしてい

る.持段は正I苗の大門を閉じたま

まに しておき， 1m門から出入りを

行なう .資材を運ぶil1を通過させ

る場合や，万型首iなどの行事を行

なうときのみ大門を IJr~ける .

(1984年 9月24円)

写真2 アセンショソ ・カトリ v

グ墓地の正l市

正I白奥にセントラルグロスが見

える .数多くの地ヒl盟持基が並然

と配列されてし、るが.東日jきとは

限らない.

(1984年10月5日)

写真 3 アセンション ・カト リッ

グ墓地東隅に閉まッて存

在する黒人セグション

高価な地上埋葬基は数少ない

が，グロス，聖人像など，カトリ

ッグ的なjR観を示 している.

(1984年 9月24日)



写真4 アセンション ・カト リッ

グ集地|人jにある佳築111の

2 附 illて地上JIIl~~l1

( 1984~土 9 凡 241J)

写真 5 コンクリー卜棺製造所

手 前に完成したコンクリー 卜棺

が並んでし、る

(アセンシ ョン ・カトリッグ墓地，

1984年 9月241l)

写真 6 コングリートほ製造所内

鈎型にコングリー トを流し込ん

で製造する

(アセンション ・カトリ ッグ墓地，

1984年 9月241=1) 



写真 7 点アセンションの カト リ

ック五地

III~とにセン ト ラルク ロ スが辿っ

ている.アセンション ・カト リッ

クl，tJ也とは見なり ，J也下埋持が卓

越している.

(プレーリーピル法地，1984年 9

J J 2311) 

写真 8 万Ttmに備えてアセンシ

z ン ・ カトリ y クj，j~ 地

こ，イとをJ与ってくる人々

毎年lUJ1 11 の万l\~llìîては， 死
者をまつる行・Hがカトリソグ基地

で行なわれる .11'には10月11'に基

1~ti除を したり ， イEで }:f: を的i ったり
して万22卸iに備える人々も多い

(1984年10JJ28日)

写真 9 万型的に カト リッタ墓地

l付で行なわれるミサ

r ，j tih'J~セン ト ラノレクロスの前で

ミサを行なった後，基地内をまわ

り，聖水によって各廷の泊めを行
工 、

Iーにつ

(コーナービュー墓地， 1984年11

月 1H) 



写真10 地下埋葬の卓越する白人

フロテスタン ト墓地

フロテスタン 卜墓地の特徴とし

て，すべての墓は足を東に向けて

いる.カトリ ック墓地とは異 な

り.クロ スは存在しない.

(ラスグ墓地，1984年10月28日)

写真11 コングリート棺埋葬の卓

越する白人プロテスタン

ト墓地

すべての墓は，東向きである.

(1984年 9月30日)

写真12 白人・黒人がともに埋葬

を行なっているドナルド

ソンピ/レフ.ロテスタン ト

墓地

西アセンションの特徴として，

地上埋葬墓が多い. 1 ~ 2の例外

はあるが，基は東向きである

(1984年 9月16日)



写真13 コンクリート棺埋葬の卓

越する点アセンションの

黒人プロテスタント墓地

すべての埋葬は，_W:向きで行な

われている.白人墓地に比べて，

墓石を持たない五が多い.

(パンホフ墓地， 1984年10月 8日)

写真14 地下埋葬33を台む点アセ

ンションの黒人プロテス

タント墓地

般的に児人必地では，白人墓

地ほど芝の手入れは行き届いてい

ない.

(エベネザー基地， 1984年10月 8

日)

写真15 フランス系ノレイジアナの

特徴を示す西アセンシ ョ

ンの黒人プロテスタント

墓地

地上埋葬基がみ られるばかりで

はなく ，カト リッタ墓地に特徴的

なグ ロスの使用も比 られる.

(イマヌエノレ ・パプテイス ト墓地.

1984年10月 9日)



写真16 マリア像を置く西アセン

ションの黒人プロテスタ

ント墓地

マリアを出作する習慣は，一般

(1守にフ。ロテスタント Vことってタブ

ーであり ，ここにも西アセンショ

ン黒人プロテスタントのカトリッ

タ化がみ られる

(マウン ト・ ベテル墓地，1984年

9月16日)

写真17 ドナルドソンピルにある

ユダヤ人墓地の入り口

ユダヤ人墓地の特徴として，装

飾的な鋳鉄のフェンスが見 られる

(ピグア ・ショーレム墓地， 1984 

年 9月16日)

写真18 整然とした東向き埋葬を

行なっているユダヤ人墓

地

地表面にコンクリー ト板を置い

ているが，埋葬は，地面下に行な

われている.

(ピグア ・ショレム墓地，1984年

9月16日)
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